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１. 環境経営の継続的改善を誓約します。

２. 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

３. 二酸化炭素排出量の削減を推進します（電気、ガソリン、軽油、灯油）。

４. 廃棄物の削減とリサイクルを推進します。

５. 水使用量の削減を推進します。

６. 製造工程のロスを低減します。
　

７. 環境に配慮した施工を推進します。
　

８. 本方針を全従業員に周知徹底します。

制定日：2022年6月1日
　

代表取締役　川平　穣哉

環 境 経 営 方 針

　　当社は、電気工事、電気設備工事、電気品製造の各事業分野において、
地球環境の保全のために、環境負荷の一層の低減を図るべく、

全社一丸となって、自主的・積極的に環境への取組を推進します。

Ⅰ．ごあいさつ

　川平電機株式会社は、平成19年の設立以来、電気工事業・製造業を通して
地域社会の発展に尽力してまいりました。
全従業員が地球環境の保全の重要性を認識し、環境負荷の低減に努めることにより
美しい国土の維持、人と環境が共存する社会を目指して取り組んでまいります。
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Ⅱ．組織の概要

（１） 名称及び代表者名
川平電機株式会社
代表取締役　川平　穣哉

（２） 所在地
本社・工場 〒671-1125　兵庫県姫路市広畑区長町2丁目１３９番地
資材倉庫 〒671-1125　兵庫県姫路市広畑区東新町1丁目65番地

（３） 環境管理責任者及び担当者の氏名と連絡先
責任者 代表取締役　川平　穣哉 TEL：079-230-1881

担当者 総務部　　　　前田　千秋 FAX：079-230-1882

Email：jyouya@kawahira-d.com
（４） 事業内容

電気工事業,電気設備工事業,電気品製造業
建設業　電気工事
　　 兵庫県知事許可　 許可（特-3）第460953号　　 令和4年1月11日許可　

有効期限　令和9年1月10日

（５） 設立 平成１９年９月２５日

（６） 資本金 20百万円

（７） 事業の規模

本社 工場 資材置場 合計

7名 21名 無人 28名
60㎡ 340㎡ 100㎡ 500㎡

600㎡ 100㎡ 700㎡

（８） 事業年度 9月～翌年8月

Ⅲ．認証・登録の対象範囲

登録組織名： 川平電機株式会社
対象事業所： 本社・工場、資材倉庫
活　動： 電気工事業,電気設備工事業,電気品製造業

①電気工事業,電気設備工事業,電気品製造業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年間売上高　650百万円（2020年度）

延べ床面積　　　
敷地面積　　　

従業員　　　　　
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代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し・指示を実施

・環境経営レポートの承認

・経営における課題とチャンスの明確化

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規制等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施

・環境教育訓練計画の作成と実施の管理

・特定された項目の手順書作成  （緊急事態への対応を含む）

部門長 ・自部門における環境経営システムの実施

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の運用管理

・緊急事態対応手順のテスト、訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

工事責任者 ・建設現場における環境経営システムの実施

（現場代理人） ・工事担当者及び協力会社員に対する教育訓練の実施

 ・建設現場の環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・緊急事態対応訓練の実施、記録の作成

・建設現場での問題点の発見、是正、予防措置の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営レポートの作成、公開（事務所への備付けと地域事務局への送付）

□環境経営システム組織

役割・責任・権限

3

本社

工場

代表取締役

工務部

第一工務課

第二工務課

工事責任者

（環境管理担当）

工事担当

製造部

電気設計課 FA課

量産G

ハーネスG

品質管理課 管理部

総務課

経理課

資材倉庫

管理責任者

協力会社
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Ⅳ．主な環境負荷の実績

単位
2020年度
基準年度

kg-CO2 26,884

ｋWh 42,289

L 4,780

L 104

L 274

kg
㎥ 実績不明

kg 400

㎥ 167

Ⅴ．環境経営目標及びその実績

（１）中期目標

kg-CO2 26,884 26,615 26,346 26,077 25,808

対基準 △１% △２% △３% △４%

kWh 42,289 41,866 41,443 41,020 40,597

kg-CO2 14,843 14,695 14,547 14,398 14,250

対基準 △１% △２% △３% △４%

L 4,780 4,732 4,684 4,637 4,589

kg-CO2 11,090 10,979 10,868 10,757 10,646

対基準 △１% △２% △３% △４%

L 104 103 102 101 100

kg-CO2 268 266 263 260 258

対基準 △１% △２% △３% △４%

L 274 271 269 266 263

kg-CO2 682 675 669 662 655

対基準 △１% △２% △３% △４%

㎥ 実績把握 実績把握 実績把握 2022年比 2022年比

対基準 △１% △２%

kg 400 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

対基準

％ 75 80 81 82 83

　の向上 対基準 ＋5% ＋6% ＋7% ＋8%

㎥ 167 165 164 162 160

対基準 △１% △２% △３% △４%

件 実績不明

件 実績不明

対基準

項　目

二酸化炭素排出量

2022年度 2023年度 2024年度

Ⅰ．二酸化炭素
　　排出量削減

　電力使用量削減

　ガソリン
　　使用量削減

　産業廃棄物
水道水使用量

　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2020年度
基準年度

2021年度

建設リサイクル率

Ⅲ．水使用量

　　削減

　　適正管理

　電力使用量
　ガソリン使用量

　灯油使用量

廃棄物排出量
　一般廃棄物

　軽油
　　使用量削減

　灯油
　　使用量削減

　軽油使用量

Ⅱ．廃棄物排出量
　一般廃棄物
　　　削減

　産業廃棄物
　　　適正管理

注）電力の二酸化炭素排出量への排出係数は、関西電力（株）2020年度

Ⅴ.環境に配慮した
施工の推進

環境配慮施
工全件実施

注）化学物質は使用しない。

    実績値の調整後係数 0.351kg-CO2/kWh を使用。

Ⅳ.製造工程の
ロスの低減

実績把握/
適正管理

実績把握/
適正管理

実績把握/
適正管理

実績把握/
適正管理

環境配慮施
工全件実施

環境配慮施
工全件実施

環境配慮施
工全件実施
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（２）試行運用期間の実績

基準値 目標 実績 達成度 評価

kg-CO2 6,171 6,110 5,687 107% 〇

対基準 △１% -7.8%

kWh 9,576 9,480 9,903 96% △
kg-CO2 3,361 3,328 3,476

対基準 △１% 3.4%

L 1,179 1,167 953 122% 〇
kg-CO2 2,735 2,708 2,211

対基準 △１% -19.2%

L 29 29 0 - ○

kg-CO2 75 74 0

対基準 △１% -100.0%
L 0 0 0 - ○

kg-CO2 0 0 0

対基準 △１% 0.0%

㎥ 実績不明 実績把握 11 － ○

対基準

－ 適正管理 適正管理 － ○

排出量kg 0 0（※1

％ 75% 80% ー（※2 ○

の向上 対基準

㎥ 34.5 34 34 100% ○

対基準 △１% 100%

件 実績不明 適正管理 適正管理 － ○

対基準
件 0 全件実施 0（※2 － －

対基準

※1） 排出量が少ないため、保管して一定量が溜まってから処理している。

※2） 対象期間の工事がなかったため。

Ⅰ．二酸化炭素
　　排出量削減
　電力使用量削減

達成度欄にて、削減を目指す場合は、達成度＝目標÷実績×100(％)、増加
を目指す場合は、達成度＝実績÷目標×100(％)

Ⅱ．廃棄物削減

　一般廃棄物
　　　削減

　産業廃棄物
　　　適正管理

建設リサイクル率

　　　　　　　　　　年度
　　項目

2021年
6月～8月

試行運用期間における実績
（2022年6月～8月）

　ガソリン
　　使用量削減

　軽油
　　使用量削減

　灯油
　　使用量削減

Ⅲ．水使用量

　　削減

環境に配慮した施工とは、騒音、振動、粉じん、道路の汚れ、水の汚れなど
を防止し、廃棄物適正処理・３Ｒに努め、付近住民の生活に配慮した工事を
言う。

　　適正管理
Ⅴ.環境に配慮した
　施工の推進

注1)

注2) 評価欄にて、○：達成（100％以上）、△：やや未達成（95％～100％未
満）、×：未達成（95％未満）

注3)

Ⅳ.製造工程の
ロスの低減
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Ⅵ．環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

◎よくできた　○まずまずできた　△あまりできなかった　×全くできなかった
達成状況

（目標達成）

〇

（目標やや未達成）

△

◎ 頻繁に使用する部屋に設置できた。次回は積極的に活用する。

○ 階段での消し忘れなど、不要照明の消灯を徹底する。次回継続。

○

（目標達成）

△ 停車中のエンジンストップが不十分だった。今後は徹底する。

○ 出来ている今後も継続。

△

（目標達成）

- もっと意識をしエコドライブを実行する。

- 停車中のエンジンストップが不十分だった。今後は徹底する。

-

（目標達成）

- 基準は未作成である。早急に作成する。

-

-

△ 45L袋の平均重量×月間の個数で計測した。今後も継続する。

× 紙の分別が徹底できなかった。今後分別を徹底する。

正確な排出量を把握しながら、削減に努める。

○ 正確な排出量を把握する工夫をする。

○ 分別ができ、状態が把握できるようになった。

○ 設置済みである。

今後も実態調査を継続しながら、削減に努める。

-

-

（目標達成）

○

○ 簡単なポスター等を掲示した結果、意識が向上した。

○

（実態調査を行った）

○

△ 実態調査継続中

△

○
次年度も、左記取組を継続する。

・分別によるリサイクル推進 産廃の実態調査後による

・分別の徹底

・社外クレームの低減 保管庫による保管

・節水の周知徹底 節水の呼びかけにより達成できたが、より徹底をはかる。

・節水シールの貼付とポスター掲示

・清掃時・手洗い時の節水 より多くの工夫ができるようにする。

製造工程のロスの低減

水使用量の削減

・環境配慮施工の推進 可能な限り環境に配慮した施工を実施した。

環境に配慮した施工の推進 （実態調査を行った）

・工事分野別の技術・ノウハウ
　の収集

各種工事分野の環境配慮工法について調査を開始。

・素材ボックスの設置
・保管場所の掲示板を設置

・部屋開放の禁止 未使用

一般廃棄物の削減 （目標達成）

・実態調査

・仮設資材の再利用の推進 産廃の実態調査後による

コロナ禍の為に換気が必要、次回に向け対策を考える。

・空気圧、オイル等の点検 もっと無駄を省く計画性が必要と思われる。
次年度も、左記取組を継続する。

・サーキュレーターの設置

・不要照明の消灯
・設備の空運転禁止 昼休みなど長時間不使用時には対応できたが、もっとこまめに入・切

の操作をする。次回も継続する。

建設リサイクル率の向上 （目標達成）

灯油使用量の削減

・ストーブの使用基準の作成

・室温管理（20℃を基準） 未使用

・急加速・急停車の防止

・効率的な移動 もっと無駄を省く計画性が必要と思われる。次回は営業ルートを再検
討する。

軽油使用量の削減

・重機の空ふかしの禁止

・アイドリングストップ

産業廃棄物の適正管理 （目標達成）

・実態調査

電力使用量の削減
・空調温度の適正化
（冷房28℃暖房20℃）

ガソリン使用量の削減

・アイドリングストップ

二酸化炭素排出量の削減

（下記の通り） （下記の通り）

取り組み計画 評価結果と次年度の環境経営計画
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Ⅶ．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。
遵守評価

遵守

遵守

遵守

実績なし

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

なお、関係当局より違反等の指摘はありません。

自動車ＮＯｘ・ＰＭ法 規制対象車両の登録禁止、規制対象車両の指定地域通行禁止

循環型社会形成推進基本
法

「太陽光発電施設のリサイクル等の推進に向けたガイドライン(第二
版)」（環境省　環境再生・資源循環局　リサイクル推進室）による
適正なリサイクル

家電リサイクル法 特定家電4品目の適正な事業者（家電販売店）への引き渡し

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規への違反はありません。

消防法 消火設備の定期点検(防火対象物）、事故時の措置届出（通報）

フロン排出抑制法 フロン類使用機器の定期点検と記録、漏洩防止、廃棄時の適切な処
理（適切な回収義務）
建物解体工事時におけるフロン類使用機器の有無の事前確認と発注
者への書面説明、及び当該書面写しの保存

建設リサイクル法 建築物等の分別解体義務、事前届出
特定建設資材廃棄物の再資源化義務建設業の再生資源利用省

令
再生資源、建設工事副産物の再利用
再生資源利用計画書、実施記録の作成大気汚染防止法 特定粉じん排出等作業の実施の届出、作業基準の遵守
特定粉じん排出等作業の結果の発注者への報告義務
石綿の事前調査に関する記録の作成、保存義務

適用される法規制 遵守する事項

廃棄物処理法 保管基準の遵守、収集運搬・処分業者との適正な契約、マニフェス
トの交付・保存・確認・交付状況等報告書の提出
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Ⅷ．代表者による全体の評価と見直し・指示

見直し要否

環境経営方針 否 -

環境経営目標 否 -

環境経営計画 否 -

実施体制 否 -

その他 否 -

2022年　9月　20日

代表取締役　　川平　穣哉

Ⅸ．環境への取組の紹介

＜脱炭素ポスターの掲示＞ ＜節電呼びかけの掲示＞

＜車両運行前点検表の掲示＞ ＜ゴミ仕分けの表示＞

項目 見直し内容

　まず、エコアクンショ21の登録に向けてが第一歩でしたが、会社内の現状把握や数値の確認から廃棄
物のリサイクル化やごみの分別など課題がたくさんあることを知りました。その課題から目標設定をす
ることにより、最初は数人だけでしたが徐々に全社員が意識するようになってきました。当社は『社会
に貢献』と言う理念を掲げており、良い地球環境や自然環境を次世代に残すための取り組を推進してき
ており、違和感無くスタートが切れています。　　　　　　　　　　　　節電、節水などの省エネにつ
いては、今後より一層努力をして行く必要がありますがコロナ禍により換気が優先され、また夏場は省
エネ以上に熱中症対策を優先しなければならない矛盾があるのも現実です。今後はそれらも踏まえまし
て更なる啓蒙活動を行い、全社員への意識の徹底を図って行く必要があります。
中長期的な目線で見た時には良いタイミングで活動が開始出来て良かったと思います。
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